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　　　　　　横浜公会設立期 （1872− 1873年）の

二 規則 （公会定規 ， 公会規則）をめ ぐる諸問題 （
一

）

棚　村　重　行

は じめ に　問題の所在と本論文の 目的

　明治五 年 （1872年） 旧暦 二 月二 日 （西 暦
…3 月 10日） に 、 横浜 百六 十 七 番 に

あ っ た学校 ， 次い で 小 会 堂な どで長老選挙 ， 礼拝 ， 諸集会が もたれ た 。 その 日，

ア メ リカ改革派教会宣教師 J．H ．バ ラ （James　H．　Ballagh）を 仮牧 師 とし て長老

選 挙 が なされ ， 九名の 日本人 が 洗礼 を受 け ， 日本 最初 の プ ロ テ ス タ ン ト教会

（現 日本 基督教 会横 浜海岸教会）が 設立 され た 。 とこ ろが で ある 。 初期の 受洗

者 ， 求道者た ちの 中に複数名の 明治政府 に通 じ た謀者 （ス パ イ）が 侵 入 し て お

り， 彼 らの 「探索書」 と呼ばれ る報告書は ， 皮肉な こ とに現在で は教 （公 ）会

側の 史料 と並ん で 最初期の 横浜公会の 成立 事情 ， そ の 経過な どを証言す る極 め

て 貴重な史料 とされ て い る 。 そ の 謀者の ひ と り， 豊田道二 （とよだ ・ ど うじ ？）

は ， 公会設立 当 日の 様子 ， と くに 宣教 師バ ラが どの よ うに 設立 集会を指導 し ，

また 公 会の 規則案を説明し ， 長老選挙に い た っ たか に つ い て ， 他の 謀者以上 に

具体的に描 写 して い て ， 史実性 が 高い 。 以 下 ， 規則案や長老選 挙を報告す る部

分を 引用 してみ よ う。

　二 月二 日第九字 信不 信 ノ生徒数十輩輻湊セ ル 中ニ テ 教 師バ ラ云 ク… （略）

… 此公 会 ノ立 方 ニ ハ イ ロ イ ロ ガア リテ 国 々 所 々 少 シ ツ ツ 規則ガ違 ヒ マ ス 然シ

私 共 ノ宗旨テ ハ 凡 ソ メ リケ ン ノ政事 二 従 ヒ長 老 ノ官 ヲ 立 テ テ 此会 ヲ 守 ラ 子 ハ

ナ ラ ヌ 夫故今 モ 彼 方寺 ノ内 ニ テ札 入 ヲ シ テ長 老 ヲ選 ヒ互 二 申シ 合セ テ 夫々 ノ
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規則 ヲ 立 テ玉 へ 我 ノ考フ ル 所 ロ 是 々 ナ リ ト其規則 ヲ挙 タ リ取捨衆議 二 任 ス ベ

シ ト云 々 此 二 依テ 列衆入 札セ シ ニ 小 川 廉之助 トイ ヘ ル 者 ヲ長 老 ノ官 二 選 ヒ タ

リ… （以下 略）1）

　豊 田に よれ ば ，
バ ラは まず 「公会」 創 設に さい して は各国で それぞれ の 「規

則］ が 異な っ て い るが ， 彼が 所属 して い る ア メ リカ合衆国の 改革派 で は 長老 主

義政治を採用 し て い るの で ， 公会 を守 るた めに長老 を選挙す べ きで あ る と説明

し た 。 そ の うえで ， 彼 は 小会堂で 長 老 を投 票 で 選 出 し ， 議論 の うえで 「夫 々 ノ

規則」 を決定す るよ うに 主張 した 。 恐ら くバ ラは あ らか じめ準備して い た 「規

則」 の 原案を 口 頭で 紹 介し ， それ ぞれ の 「取捨」 に つ い て は 会衆の 審議に委 ね

るこ とを容認 した の で あろ う。 こ の 手続きに基づ き， 実際に 投票が行われ ， 小

川廉之助 （お が わ ・れ んの す け）， 即 ち義綏 （よ し やす）が長 老 に選 出 され た 。

　こ こ で 豊 田が 報告し て い るバ ラが 紹介 し た最初 の 「規則」 案 の 内容 や成立過

程にか ん して は ， 遺憾 なが ら邦文 史料で は 何も報告されて い ない 。 例えば ， 公

会側 の 史料の うち最 も重要な もの の
一

つ
，

「公会 日誌」中の 旧暦 二 月二 日の 記事

に も， また謀者側 の 報告に もこ れ らの 諸点 にか ん して は ， 豊 田の 上記引用文章

に伝 え られ て い る出来事 以上 の 何 も伝えて い ない
2）

。 しか し ， 1874年 （明治七

年）春以 来 ， 京浜 ， 阪神の 諸公会の 合同 を 目指す 交渉の 中で形成 され た有名な 「日

本基督公会條例 」 は 別 として ， 1872− 1873年の 横浜 公会設立 期に審…議 され ， 使

用 され て い た と思われ る公会 の 諸規則は
，

これ ま で い ずれ も邦文で二 種類が知

られ て い る 。

一 つ は ， 謀 者側 の 安藤 劉太郎 （あん ど う ・りゅ うたろ う ：本名 関

信三 ） と， 先 の 豊田道二 の 二 人 が報 告 し て い る 漢 文体の 「公 会 定規 （こ うか い

じ ょ うき）」 とよば れ る規則 で ある
3｝

。 こ の 規則 は
， 豊 田 の 報告に よれ ば ， 公 会

設立 後 ほぼ 一
カ月後 の 旧 暦三 月六 日 ， 安藤 に よれ ば 三 月十

一
日の 集会に お い て

参加者に よ り審議 され た とい う
4）

。 こ れ に 加 え て ， これ まで の とこ ろ成 立 時期，

経過 ともに 不詳で あ るが ， 教会側 の 記録 に 存在す る邦文 の 「公 会規則 」 が 存在

す る
5）

。 こ こ か ら当然 生 じ る歴 史的 ， 神学 的な 諸 問題 は ， 次の 三 点 で あ る 。 i）

豊田報告に あ るバ ラが 説 明 した規則 原案 （恐 ら く元来 は英文 と邦文で 存在 し た
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で あろ うが ， 豊田の 報告の 中に文書 の 形で 引用 され て い ない とこ ろを見 る と ，

当 日はバ ラに よ り口頭で 会衆へ 紹介され た と思われ る）の 内容 と成立時期 ， ii）

安藤 ， 豊 田が 報告 し て い る 旧暦 三 月 六 日な い し十
一

日に審議 され た とい われ る

「公会定規」の 成立 時期 ， 神学的内容 ，
「公会規則 」 との 影響関連 ， iii） 「公 会規

則」 の 神学的内容 ，
「公 会定規」 との 影響関係 を解明す る課題 などで ある 。

　 これ らの 諸問題 に対 し
， 史料批 判を経た 学問的な立 場か らの 本格的 な研究 と

し て は ， 幸 日出夫 （ゆ き ・ ひ で お）氏 が 公表 され た 「日本基督公会に つ い て 」

（1973年） とい う論 文が あ る 6）
。 氏 に よれ ば ， i）設立集会 で バ ラが 紹介 し た

「規則」原案につ い て は内容は不明で あ り， 豊田報告か ら推測 で きる こ とは 日本

人側 は 「設立 す る教会の 制度や規則 につ い て は ， ほ とん ど何も理 解で きず ，
バ

ラの 説明をそ の まま うの み に した とい うとこ ろで は ある まい か 」 と され る 7）
。

これ に 対 し て ， ii）安藤 ， 豊 田の 報告に よ り， 明治五 年 （旧暦 ）三 月 六 日ない

し十
一

日に 開催 され た集会にお い て 審議 され た 「公会定規 」 は ， 決定 され た 規

則 で はな く，
二 人 の 謀者は共 に 「審議途中」 の もの とし て い る とい う

8｝
。 iii）

「公 会規則」 は ， そ の 成立 時期 は 定か で は な い が ， 内容的に は 「公 会 定規」 との

相違に注 目す べ きで ある とい う。 例 えば，
「定規」の 信仰箇条部分 で は 「使 徒信

条」が 採用 され て い る の に対 し ，
「公 会規則」 の そ れは福音主義的な箇条 とな っ

て い る。 さらに
， 前者よ りも後者の 方が

，
よ り明確に 「長老制」 が 打ち出 され

る傾向が 見 られ る とされ る 9）
。 最後に ， 氏に よれ ば ， 明治五 年 （旧暦 ）九 月五

日 （西暦 10 月 5 日）付けの 安藤報告に よれ ば
，

こ の 時期 ま で に 「公 会規則」は

決定 され て い たが
，

こ の 10月 の 公会総会で は それが 「さらに改正 され た」 と推

定 され る
lo）

。 つ ま り， 氏 の 見 る と こ ろ ，
「定 規」 と 「公 会規則 」 の 関係は 「こ

の 案 ［公会定規］が い ろん な修 正 を経て 決定 した もの が公 会規則 と考え られ る

が
，

こ れ が何時正 式に成立 し たか あ き らか で な い 」 と結論づ け られ る 。 つ ま り，

時 間的 ， 内容的な経過 に お い て も 「公会 定規」 が 「公 会規則」 に先行す るの で

あ る
ll）

。

　以 上紹介 した幸氏の 先駆 的な研 究 を踏まえ ， 以 後謀者側 ， 公会側双 方 の 史料

を 再 吟味 しつ つ
， 土肥 昭夫 （どひ ・あ きお ），

五 十嵐喜和 （い が ら し ・ よ し か

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

一 124一

ず ）， 井上 平三 郎 （い の うえ ・へ い ざぶ ろ う）， そ し て 最近 で は 宮庄哲夫 （みや

し ょ う ・て つ お ）らの 研究者が
， 本稿の い う諸課題 に 対 し て

， それ ぞれ 興 味あ

る見解を表明 され て い る
12）

。 こ れらの 研究者た ちの 間に は無論細部で は見解の

相違 も見 られ るが ， 解釈傾向を見 る と ， 幸氏の 見解 に類似 した ， ない し依拠 し

た 意見が 表明 され て い る
13）

。

　だ が
， 幸氏 の 研 究を含め ，

こ れ まで の 研 究の テ
ー ゼ の 問題点 と利用 され た 史

料的な問題に対 する本稿 の 論 者の 批判は ， 次の 通 りで あ る 。 a ）第
一 に

， すべ

て の 研究者が邦 文の 公 会側史料ない し謀者側 の 日本側 の 史料 を丹念に 読破 し ，

それ な りに 諸洞察を捉示 して は い る 。 しか し肝心 要の 横浜公 会 の 設立 に寄与 し

たア メ リカ 改革 派の 宣教師た ち ， と くに 」．バ ラは じ め 英文 の 宣教師側史料を十

分 に駆使 し ，
こ れ を総合化 し て い ない 。 b ） そ こ か ら ， 横浜 公会創 設期 （1872

− 1873年 ）に か けて 作成 され た 諸 規則 に つ い て は ， i）バ ラの 「規則」 原案

（内容は 不 明ない し長 老制 に つ い て の 規則か ）→ ii）「公会定規」 → iii）「公会 規

則」 とい う発展 的な経過で 成立 した とい うス テ レ オ ・タ イ プ化 され た 図式化 が

な され て い る。 その た め に 内容的 に言 えぱ ， c ） 「公会定規」 は ， 使徒信条中心

で よ り会衆主義的だ っ たが ， 修 正 を施され ，
「公 会規則」 は よ り福音主義的で 長

老制を志 向 して い る と考 え ， なぜ相違 が 生 まれ たか を歴史的に 問わず ， 幸氏 の

テ
ー ゼ を後続の 研究者た ちが反復再生 す る傾向が み られ る 。

　こ の よ うな研究傾 向 a ） ，
b ），c ）に 対 し ， 本論文で は ，

こ れ まで 看過 され

て きた宣教 師側史料 ， と くに
，

「ア メ リカ改革派教会歴史委員 会古文書局」刊行

の マ イ ク ロ ・フ ィル ム 版宣教師文 書の 中か ら ， J．H ．バ ラが 本 国海外 宣教局 に

宛て た二 つ の 重 要 な史料を選 択 し ， それ を紹介す る 。 そ の 史料 とは ，
バ ラ の

「日本基督公 会運動」の 構想 ， とくに 外 国人 合同教会 と 日本人 諸教会の 合同運 動

に か ん す る彼 の 見 解を表明 し た 「書簡」 （1872年 7 月 6 日付 け） で あ り ， 当時

の 彼 の 「日本基督公 会」 形成 の 神学 的構 想 を知 るに は 最 も有益で あ る 。 も う
一

つ の 史料は ， 宣教 師文 書 中に収録 され た 1872年 3 月 10 日の 日付の あ るバ ラの

署名入 りの 英文 の
“ RUIes［or　ConstitUtion］of 　the　Church” （「教会 規則 （ない し 憲

法）」）お よび
輪

抽 副 Re帥 lation［or　Form　of　Govemment ］
”

（「内規定 （ない し統
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治形態）」）で ， こ れ は横浜公会設立 の 当 日の 日付が 記 されて い る以 上 ， 内容的

に はバ ラの 最初の 規則 と見な され る可能性を もつ 14）
。

　そ こ で ，
これ らの 新 史料の 分析 を駆使 し て 本 稿 の 研 究は 進 め られ るが ， 分量

の 関係 で 二 つ の 論文の 体裁を と る 。 先ず本論文 （
一

）の 構成を明 らか に すれ ば
，

第
一

章では ， 横浜 公会の 設立 に 決定的 な役割を 演じ た バ ラの 「日本基督公 会」

構想論 を明 らか にす る 。 こ の 分析に よ り，
これ まで の 研究で は十分知 られ て い

なか っ たバ ラの 「日本基督公 会運 動」 へ の 構 想を解明 した い 。 その 上で ， 第二

章で は 横浜 公会設 立 日 （旧暦 明治五 年二 月二 日， 西暦 3 月 10 日）付けの 規則

（英文）の 存在が確認 され た 以上 ，
バ ラ が 公 会設立当 日に 紹介し た規則原案 ， 少

な くとも英文 の 案が 公会設立 時点 よ り実在した こ とを英 文原文 と現代邦訳 文 を

紹介し つ つ 論証す る 。 なお ，
こ の 英文テ クス トの 内容は ，

「公会定規」 よ りも，

幾 つ か の 条項 を除き現存 の 「公会規則 」 に極め て 類似 して い るの で ， 参考ま で

に邦文の 「公会規則」 の 条項を比較で きる よ うに 対照し て お く。 そ して ， 続 く

論 文 （二 ） ［東 京神 学大 学総合研 究所 『紀要 6』 （2003年春刊 行 予定）］に お い

て ，
バ ラ の 英文規則の 神学的内容を ，

「公 会定規」 や 「公会規則」 の 搆成 と比較

し ， それ らの 共通点 ， 相違点 を明 らか に す る 。 それ に よ っ て ， 従 来の 研究 で は

不鮮明で あ っ た i）バ ラの 最初の 英文 の 規則案 ， ii） 「公会定規」，
　 iii） 「公 会規

則」 との 相互 関係を新た に歴 史的に 解明 し ，
こ れ まで の 研 究者が 主 とし て 邦文

史料を用い て導い て きた 上 記 の 諸結論 b），
c ）は

， 真剣な再考 と修正 を必 要 と

す る旨を主張 したい 。

第一 章　J ．H ．バ ラ書簡 （1872 ．7．6．）に見る彼 の 「日本基督公会』 構想

　 ア メ リカ 改革派教会宣教 師 J ．H ．バ ラの 略歴 は ， 後注
15｝ に 記す 。 さて ， 彼

が 1872年 3月 10 日に横浜公 会を設立 し て か ら四 カ 月後の 7 月 6 日に ， 本国 の

海外 宣教局の 幹事 J ．M ．フ ェ リス に 宛て た長 文 の 「書簡 ， 7．6」 に は ， か な り具

体的 な ， 他 の 書簡以上 に ま とま っ た 「日本基 督公 会」 構想が 陳述 され て い て 注

目に 値す る 。 公会創立 時 よ りは四 カ 月後の こ とに な るが ， その 見解の 骨子 は ，

9 月 に 横浜 で 開催 され る 「第 一
回宣教 師会議」 以 前で あ り， なお 大 き くは 変化
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して い ない と思 われ る の で ，
こ の 書簡 に絞 っ て そ の 構想 の 内容 を分析 して み よ

う。

　1．「福音同盟会」 の 影響 と三教 派ミッ シ ョ ン の
一 致協力に よる 「公会運 動」

　　の 「中構想」

こ の 「書簡」 の 前半部分は事務的な内容で あ るが ， 半ばか らはバ ラの 「日本基

督公 会」 運 動 に つ い て の 構 想が 展 開 され て い る 。 そ こ で は ，
バ ラが 「霊的教会

の 形成に関 して （in　reference 　to　the　forrnation　of　the　spiritUal　church ）」 な い し 「一

つ の 強力な現地 人の 教会 （one 　strong 　native 　church ）」 につ い て ， 以下 の よ うな基

本的 な理念 を語 っ て い るの で ， まず それ を紹介し て お く。

… そ して われ われ が希 望し て い る こ とは ，
ロ

ー
マ 教 会主義 （Romanism ）と監

督主義 （Episcopacy）に対 抗 して われ われ 自身の ［拠点］を保持す る こ とで

あるが ， それ はすべ て の ア メ リカの 伝 道団体 と彼 らの 行動 とを
一

つ の 強力 な

現 地人 の 教会内で 結合す る こ とに よ っ て の み （by　a　Union　of 　all　the　American

Missions（．？）of 　their　conduct 　in　one 　strong 　native 　church ）， そ うす る こ とが 可

能 とな るで あ ろ う。 こ れ は 可能な こ とだ ろ うか ？　神に感謝す る こ とに
， 全

面的 に こ の伝道地 の 宣教 師た ちに 委ね られ て い る 。 われ われ の 長老派側 の 兄

弟たちは ，
こ の 件に関 し て は

一
つ の 意志 とな っ て お り ， さ らに

一 層励 ま し と

な る こ とは ，

…わ れわれ の ア メ リカン
・ボー ドの 兄 弟た ちか らは 次の よ うな

提 言 が きて い る 。
つ ま り， 教会 は

一
つ で あ る べ きで あ り （the　church 　should

be　one ）， 彼 らもそ うなれ る よ うに ， 長 老職につ い て は 役職上 の 限定 され た意

味 で か （they　woUld 　accept 　of 　the　Eldership　on 　the　limitad　te皿 of 　office ）・ あ る い

は わ れ われ の 教会 の （
一

字不明）シ ス テ ム とい う意味 で 受 け入れ るつ も りで

あ る とい う。 い まや ， これ は 分裂し た キ リス ト ［の 教会一 棚村 ］に お け る神

の 霊か ら 由来 す る こ とで は ない か ？… 。 （以 下 略）16）

こ の 引用 部分で 注 目す ぺ き三 点 は ， 次の 通 りで あ る ． 第
一

に ，
バ ラは 伝道地
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の 日本に お い て も （フ ェ リス の い る本国ア メ リカに お い て もそ うだが）プ ロ テ

ス タ ン ト諸教会の 当面の 敵は ，
「ロ ー マ 教会主義」 と 「監督主義」 で ある とし ，

彼 らへ の 対 抗上 ， ア メ リカ の すべ て の 伝道 団体 は 一致 協力 を して 「一 つ の 強力

な現地 人の 教会」，
つ ま りす で に 同年春 に成立 した横浜公会 とそれ に 続 く 「一 つ

の キ リス トの 教会」 とし て の 公 会の 形成 へ と向か うべ きで ある と主 張し て い る

点で ある 。 十九世紀半ば の プ ロ テ ス タン ト牧師 ， 信徒に 固有で あ っ た 世界的規

模で の 反 ロ
ー

マ ・カ ト リシ ズ ム
， 反高教会主義の 風潮の 現れ と考え る こ ともで

きよ う。 しか し ， よ り歴 史的 ， 具体的に は ，
バ ラは じ め英米 か ら派遣 され た 当

時の 海外 宣教師たちが所 属 して い た十 九世紀型エ キ ュ メ ニ ズ ム 運動の
一 つ

，
「福

音同盟会 （The　Evangelical　Alliance）」 が掲げて い た 「反 ロ
ー

マ ・カ トリシ ズ ム
，

反オ ッ クス フ ォ
ー ド運動 ， 反 ユ ニ テ リア ニ ズ ム 」 の 立 場が 具体的に影響し て い

る と思われ る 。 つ ま り， 福音主義的 な プ ロ テ ス タ ン ト教 会所 属の 個 人 が こ の

「同盟会」 におい て
， （さらに は 日本 に お い て は 単に 自発的結社型の 運 動体で あ

る 「同盟会」 運動を超えて ， 有機的 に合同した 「キ リス トの 教会」，
つ ま り 「公

会」 運動にお い て ）霊 的に ， そ して 可視的に
一

致団結すべ きこ とを謳 っ た こ の

運 動体の 世界観が ，
こ こ に も色濃 く反映 され て い る とみ た 方が よか ろ う17）

。 第

二 に ，
バ ラは 彼が 所属 し て い る改革派の 在 日宣教師た ちだ けで な く ， 長 老 派の

宣教師たちも一 致 に賛同 し， さらに は会衆派系 の 国際的な海外宣教団体に所 属

して い た 「ア メ リカ ン ・ボー
ド」 の 宣教師た ちに い た っ て は ，

一
致の 実現の た

め に は ， 彼 ら の 受 容 可 能な 役 職 上 の 限 定 され た 意 味 で な ら ば 「長老職

（Eldership）」 を も受 け入れ るつ も りで あ る との 意志 も伝 え られ た とい う。 少 な

くとも ， 以 上 の 三 教派 の ミ ッ シ ョ ン に よ る 「一 つ の 教会」の 可視的 な実現に は
，

期待感 をふ くらませ て い た こ とは確か で あ ろ う。 こ の よ うな ， 主 とし て 改革派

一
長 老派

一
会衆派 系の 三 ミ ッ シ ョ ン に よ る f公 会」 の 建 設 を 目指すバ ラの 構想

を ， 次節で さ らに 指摘す るバ ラの よ り広 い 「公 会運 動」 の 大構想に 比べ て ，
「中

構想」 と本稿で は 呼ぶ こ とに し たい 。 第三 に 注 目すべ き点は ， 7 月 6 日 まで に

既 に ア メ リカ ン ・ボ ー
ド側 か ら表 明 され て い た 公 会 に お け る統治 体制 に 関 し て

，

「長 老職 （Eldership）」 とい う用 語 を受 け入 れ る柔軟な意志 とその 条件 を提示 し
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て い る こ とで あ る 。 とい うの は ，
ニ カ月後 の 1872年 9 月 に 横浜で 開催 され る

「第一 回宣教師会議」 で 決議 され る 「教会合同決議」の
一

部に は ，
「［公会の ］組

織は ， そ こ に お い て 教 （公 ） 会の 統治 は 会員 た ちの 協賛に よる 同
一

の 教職 と長

老 職 （by　the　ministry 　and 　eldership 　of　the　same 　With　the　concunrence 　of 　the　brethren）

に よ りな され るべ きで あ る」 に も ，
「長老職」 の 用語が 使用 され る こ とに なるか

らで ある 18）
。 7 月 6 日の 時点で ア メ リカン

・ボ ー ドか ら以上 の よ うな妥協的な

意志が伝え られ たれば こ そ ， 9 月 の 宣教師会議に お け る 「公 会」 の 統 治体制 を

め ぐる決議で も 「長老職」 な る用語 が こ の 会議 に おい て 採用 可能 と され て い た

の で あろ う。

　ともあれ ，
1872年の 春か ら 7 月 にか けて

，
バ ラは 「福音同盟 会」 の 「キ リス

トの 教会」 に おけ る一
致協力の 理念を応用し ， 日本 にお け る三 教派 ミ ッ シ ョ ン

関連 の 諸公 会が 有機的合同をめざ し ， 不可視 の 「キ リス トの 教会」 の 理 念 を ，

可視的な 「日本基督公 会」 へ と成立 させ る とい うい わば 「中構想」 を抱 き ， そ

れ につ い て 極 め て 楽観的な見通 しを もっ て い た こ とが 分か る 。 しか し なが ら ，

建設 さるべ き 「公会」 に お け る教会的権威の 所在 を突 き詰 め て 議論せ ず ， それ

ゆ えに 三 教派が 折 り合え る も っ とも適切 な政治 形態を確定せ ず ， 会衆派側 が 「長

老職」 とい う職務概念を 受 け入れ た こ とだ けを喜ぶ
，

バ ラの みな らず 「公 会運

動」 を推進 し た多 くの 宣教師た ちに共通 し た神学的な欠点は
， 数年後 に少 な く

と も 「中構想」 に よる公会運動 の 頓挫 ， 挫折に 直面 し ， 痛い 代償を支払 うこ と

に な る 。

　2． バ ラ にお ける
「日本基督公 会」 の 名称 と 「大構想」

　で は ， そ の よ うな 「日本基督公 会」 とい う
一

つ の 教会は さらな る具 体的 な性

格や 組織 を もつ こ とに な る の だ ろ うか ？　バ ラ 自身の 自覚に お い て は ， 無論 「わ

たし は徹底的に教会 統治 に つ い て は 長老主義者で あ り （out 　and 　out 　Presbyterian

in　Church　govt）， 自分 自身の ［養子 の よ うに］選 ばれ た教会 に は そ の 教会 の 統

治秩序 （govt　order ） の 中で 改革派的 なそれ ［秩序］を付 与 し て い る」 とい う。

しか し ，
「彼 ら ［注 ：現地 の 公 会の 教会員］の た め に 高 次の 諸考慮が 介在 して い
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るの で ある」 と釈 明す る 19）
。 その 「高次の 諸考慮」 とは何か ？　第一 に ， 現地

人 の 公会が 採用す る名前は ， ただ 「日本基督公 会 （the　Church　of 　Christ　in　Japan）」

とい うこ とに な るだ ろ うとい う。 なぜ な らば ，
バ ラがか つ て 統治秩 序を擁護 し

て 長 老派 の 名を提案 し た とき， 現地の 信徒た ちは それ に反対 し ， 彼 らは 自分 た

ちの 教会 とキ リス トとの 間に さらに 名前の 分裂を導入せ ず ，
た だ 「キ リス トの

教会 （Chdst
’

s　Church）」 と呼ばれ る こ とを希望 し た か らで あ る
20）

。 次に ，
　 S ．

R ．ブ ラ ウン 博士 （Dr．　Bro  ）も， また 「一 つ な らぬ一 教派諸教会を形 成す る

こ との もつ 不得策 （inadVisability） と実行 不可能性 （impracticability）を説 くバ

ラの 意見を支持し て くれ て い るか ら」 で ある 21）
。

つ ま り教派教会の 形成で は な

く，

一 つ の 合 同教会形成 こそ ， 得策か つ 実行可能で あ る と判 断 したの で あ る 。

しか し ， 前節で も コ メ ン トした よ うに ， 信条 ， 政体が 異なる諸教会が合同す る

ために は， 教会組 織 レベ ル で の 長老 主義政体 と他の 政体 の 相違点を どの よ うに

克服す る新 しい 政体を構想す るの か とい う明確 な青写真を抜きに し て は あ りえ

ない はず で あ る 。 教派分裂 を 意味す る長 老主義の 名 を教会名に は 採用 しない と

い う日本人信徒の 心情論に妥協し た り， 教派 教会を 「得策で ない 」，
「実行可能

で は ない 」 とい う単純な基準で 否定的に考え る思考法は ， やは り 「福音同盟会」

運動 とい う十 九世紀の 個人 主義的 ， 無教派 主義的で 自発結 社型 の 教 会
一

致壙力

運動の 発想を超克で きない バ ラ らの 限界を露呈 して い るの で は なか ろ うか za）
。

　 こ うし た教派教会 の 形成に単純主義的 に否定的な発想は ， さ らに 前節で指摘

した 三 派 ミ ッ シ ョ ン に よる公会運動の 「中構想」 よ りも さらに大きな理想主義

的 な 「大構想」 の 表 明 へ と導い て ゆ く。 そ れ は ， 合 同 し た 「キ リス トの 教会

（公会）」 を形成する中核 となる群れ は ， すで に各地 に 形成 され つ つ あ る とす る

バ ラの 判 断に も とつ く次の よ うな理 念 で あ る 。

長 老 主義 の 統治秩序 を保持 し な が ら ， ［横 浜 の ］外 国人 の 合 同教 （公）会

（The　Foreign　Union　Church）は ， そ の 長 老職 を有 して い る 。 それ は成功 し て い

る 。 江 戸 の 新 しい 教 （公 ）会は ， これ ［外 国人合同教会］ と調和 しなが ら疑

い もな く組織化 され る こ とで あろ う。 そ し て ， 現地 人 の 公 会に お け る合同の
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場合で も ， グ リー
ン 氏が 責任 を負 っ て い る神戸 の 外 国人教 （公）会 は ， 上 述

の 諸教 （公）会 と結合 され るで あ ろ う。 こ うし て
，

こ の 国に お け る外 国人 ，

現地 人の 信仰者た ちが
， 外 面的形態で も内面 的現実で も （in　outward 　form　and

inward　reality）， す べ て われ われ の 主 イ エ ス ・キ リス トの
一

つ な る教会 （one

Church　of 　Our　Lord　Jesus　Christ）にな る こ とは 可 能で あろ う23）
。

　こ の 引用 文章で 興 味深い 点は ，
二 つ 存在す る 。 第

一
には

，
バ ラの 「キ リス ト

の 教 （公）会」 運動に 加 わ る期待が 寄せ られ て い る諸教会 は ， 引用 文 章の 末尾

に あ る 「こ の 国に おけ る外国人 ， 現地人の 信仰者た ちは ，

…
すべ て われわれ の

主 イ エ ス ・ キ リス トの
一

つ な る教 （公）会 とな る こ とは 可能で あ る」 が 要約 し

て い る よ うに ， 現地 の 日本人諸教 （公 ）会 に止 まらず， 外 国人合同教会をも包

摂 し て い る の で あ る。 こ れ は ， 先の 三 ミッ シ ョ ン 協力 の 沖 構想」 を越 え る

「大構想」 と呼べ るで あろ う。 これ まで の 公 会研究者は
，

こ の 点 を 見逃 して きた

とい える 。 だが ， 宣教師バ ラ は じめア メ リカ改革派教会の 初 期 の 宣教師たちは ，

単に 日本人信徒か ら構成 され る 「日本基督公会」 の 形成に 止 ま らず ， 外国人の

合同教会 を も含め た 一 致合同運動を夢見て い た点 を新た に 認識 しなけれ ばな ら

ない 。 そして ， 第二 に は ， その 雄大 な運動 に 目下参加す るこ とを期待 され た 教

会は ， i）3月 10日に設 立 され た 横浜 公会 の み な らず ，　 ii）同じ横浜で長 老制

の 「統治秩序」 を もつ 外国人 の 合同教 （公 ）会 ，
iii） 江戸 （築地 ）に 設立 され

る予 定の 教 （公 ）会 ，
iv）ア メ リカ ン ・ボー ドの 宣教師D ．　c 。グ リー ン が 牧会

し て い る神戸 の 外 国人 教 （公） 会な どが ，有機 的合同の 候補教会 とし て ， 彼 の

「大構想」 の なか に収め られ て い るの で あ る 。

　に もか か わ らず ，
こ こ で 注 意 を促 し た い の は ，

fH 本 基督公 会 」 の 中に ， 横

浜 ， 江戸 （築地）， 兵庫の 居 留地 とい っ た狭い 空間に 立 て られ た外 国人 の た め の

合 同教会 を も含む となれ ば ， 先 の 改革派
一

長老派一 会衆 派の 三 ミッ シ ョ ン を超

えた監督教 会や メ ソデ ィ ス ト派 ，
バ プテ ス ト派 ， その 他 の プ ロ テ ス タ ン ト教会

の 会員を も包摂 し た 「キ リス トの 教会」，
「日本基督 公 会」 を建 設 し な ければ な

らない こ とに な るだ ろ う 。 とすれ ば
， 不可視の 霊 的 教会，「わ れ われ の 主 イ エ ス
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・キ リス トの 教会」 を中心 として ， 先の 三 派 ミ ッ シ ョ ン の
一 致協力 に よる 「公

会」 建設 とい う， 本稿の い わゆ る 「中構想 」 を さらに超 えて 同心 円的に拡張す

る こ の 「大構 想」が バ ラの 中に は 存在 して い た こ とに な る 。 そ し て こ の 事実は ，

宣教師バ ラ の こ の 時期の 神学思想 と行動 を解 明す る鍵 と して 記憶 して お か ね ば

な らない 。 だか らこ そ ，
「高次の 諸判断」 の 例 として ， 教会政治の 体制を厳密に

公 会が 選択す る こ とや ， そ の 名称を明確に 公会名の 中に 打 ち出す こ とをや めて ，

単な る 「キ リス トの 教会」 とい う名称に傾斜す る とい う， あ る意味で は単純主

義的 ， 曖昧主義的な発想 へ 走 っ たの で あ る 。 に も拘わ らず ， 逆か ら見れば， 続

く諸分析が 明 らか にす るよ うに
， 横浜公 会の 設 立期 にお い て さまざ まな規則案

がバ ラ よ り提起 され ， 審議 ， 修正 ， 決 定 し て ゆ く複雑な過程の なか に も， 不可

視的な 「わ れ わ れ の 主 イエ ス ・キ リス トの 教会」 を 中心 とし て
， 可視的な次元

で は 「中構想」，
「大構想」 よ りな る同心 円的な形で存在 し た事実か ら， 解明し

て い く解釈 上 の 可能性 をわれ われ に新た に 提供す る こ とに な るで あろ う。 ［注 ：

こ の 点につ い て は ， 本論文 （二 ）で 展開す る 。 ］

　次に 多 くの 研 究者 に よ りその 存在が 不 明 と され た り， 否定され て きた横浜公

会設立 日にバ ラ よ り会衆に伝え られ た と推定 され る英文 の 規則案を宣教師文書

よ り紹介し た い 。 なお ， 繰 り返 しに なるが ， こ の 英 文テ クス トの 内容 は ，
「公会

定規」 よ りも f公会規則」 に極めて よ く類似 して い る の で ， 英文 と邦文の 「規

則」 も対照で きる よ うに ， 参考 まで に 引用 して お く。

　　 第二 章　1872 年 3 月 10 日付けの J．H ．パ ラによる

「教 （公）会規則 ［な い し憲法］」
「内規定 ［ない し統治形態］」 の

英文テクス トと現代語訳 （参考 ：邦文 「公会規則」 との 比較）

　 1． 1872 年 3 月 10 日付 けの パ ラ の 規則案の 末尾記載事項

　す で に 言 及 し た 横浜 公 会設 立 当 日の 英文 の 規則案 の 「内規定」 （
“

Intemal

Regulation
”

）の テ クス トの 末 尾に は
， 以 下 の よ うなバ ラに よ る短 い 記 載が あ る 。

こ れ らの 英文 テ クス トの 成立 時期 を確証す るた め に ， 先ずは その 原 文 と拙 訳文
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を対 照的に掲載す る こ とに したい 。

The　5th　Year　of 　Meiji　2d　Mo ．

　 　 March　10th　1872　A ，　D ，

明治五 年　　　　　二 月

紀元後 1872年 3 月 10 日

A 　literal　translation　of 　the　Rules　and

Regulations　of　the　Church　of　our 　Lord

Jesus　Christ　at　Yokohama

横浜 に お け るわ れ われ の 主 イ エ ス ・キ リ

ス トの 教 （公）会の 規則及び 規定 の 逐語

的な翻 訳文

Jas．　H ，　Ballagh

　　Acthlg　Pastor　24）

Jas ．H ．バ ラ

仮牧師

　第
一

に注 目すべ きこ とは ，
バ ラは こ の 英 文の 規則案を 「横 浜 に お け るわれ わ

れ の 主 イエ ス ・キ リス トの 教会」，
つ ま り 「横浜基督公会の 規則 ， 規定」 とし ，

こ の 「規則」，
「内規定」の 英文テ ク ス トは ，

「逐語 的な翻訳 文 （a　litera1　translation）」

とし て い る こ とで あ る 。
つ ま り， こ の 英文の 規則 の い う 「逐語 的な翻訳文」 と

い う表現は ， 宣教 師バ ラ と 日本人 の 有力 な信徒 の 代表者 ， 恐 ら くは 小川義綏 ら

と事前に相 談し て 準備 され て い た 「邦文規則案」 が存在 し て い た こ とを 示唆す

るで あ ろ う。 それ を本稿で は 仮に 「原 公会規則」 と呼ぶ こ とにす る 。 そ し て そ

の 邦文規則 は直ち にバ ラに よ り英 語 に逐 語訳 され て ， ア メ リカ改革派教会の 海

外 宣教局 へ 送付 され て ，今 日まで 保 管され て い たの だ と推測 され る 。 とす れば ，

設立 日に バ ラが 紹 介し た 規則 案 の 邦文 原文 は確 か に今の と こ ろ確 認 で きない

が ， 少 な くともこ の マ イ ク ロ ・フ ィ ル ム 版の 英文 テ ク ス トの 規則案 は ， 邦文 原

文に 最 も近い 時期 に 作 成 され ， ま た 内容を証言す る貴重な史料で あ る と言 えよ

う。 第 二 に は
，

こ の 英文 規則 案の 日付 は ，
バ ラ 自身に よ り，

「明治五 年二 月」 と

旧暦で 年月 が示 され るだけで な く， 西 暦で 「紀 元後 1872年 3 月 10 日」 で あ る

と明瞭に記 され ， こ の 英文翻訳文 の 元 に な っ て い る邦文規則案は ， 紛れ も無 く

公 会設立 の 目に 会衆 に伝 達 され た規則で あ る こ とを証 言 し て い る 。 そ して 最後
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に ， 署名 として 「Jas ．
H

，
バ ラ仮牧師」 と英文 に あ る事 実 ， そ して ど うひ い

き 目に 見て も信仰箇条や教会規則の 作成方法に は 疎い 日本側の 事情を考慮す る

と， 最初の 邦文規則案の 実質的内容の 教授者 もバ ラで あ り ， 英文翻訳文 の 作 成

者 も， 仮牧 師を つ とめ た バ ラそ の 人 で あるこ ともほ ぼ疑い ない で あろ う。 で は ，

その 内容はい か な る もの で あ っ ただ ろ うか ？　次 に それ を見て み よ う。

　2．バ ラの英文の 規則案の 原文 と現代訳文 （参考 ：現 存 の 「公会規 則」との 比較）

　以下 ， 英文 テ クス ト， 現 代訳文 を紹介し，
「公会規則」 を対照の ため に 引用 す

る。 なお 英文 と 「公会規則 」 の 両者に 相違点が あれ ば 注の 形で 指示す る 。 ［な

お ，
こ の 節で は ， 英文テ クス トと 「公会規則 ］ の 邦文 は ， 後注に お い て で はな

く ， 引用文 の 直後に 0 内で 指 示す る 。］

Rules［or　Constitution］of　the　Churdh　25）

教 （公 ）会の 諸規則 （ない し憲法）

　　　　［第
一

公会規則］26）

1．The　Holy　Scriptures，
　being　inspired　by　the　Spirit　of 　GOd ，　are　the　guide　to　faith　and

practice（
“RC

，

” 14）．聖書は ， 神 の 霊 に よ り霊感 を受 け て お り， 信仰 と実践へ の

　基 準で あ る 。 ［
一

， 聖書 は神 の 黙示 なれば信ずべ く行ふ べ きの 標準た るな り

　（「規則」 「其の 時代
一

」， 452 頁）。 注 ：厳 密 に 言えば
， 聖書 の 被 霊感性 と ， 啓

　示 を意味す る 「黙示」 とは 同
一

で は ない
。

バ ラ と邦文作成者 との 間に あ る誤

　解が 生 じた可能性が あ る 。 ］

2．We 　believe　the　Almighty　Father
，
　the　Maker　of 　heaven　and 　earth 　and 　of　all　things

，

　to　be　the　only （冠 （
“RC

，

” 14）．われ われ は ， 全能 の 父 ， 天 と地 ， 万 物 の 創 造者 を

　唯
一

の 神 と信 じ る 。［二 ， 全 能の 父天地万 物 を創造 し玉 へ る独
一

の 神 な る こ と

　を信 （「規則 」， 452頁）。 ］
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3． We 　believe　his　only 　Son
，
　who 　being　God 　became　man

，
　haVing　bOth　the　natures 　of

　God 　 and 　 man 　 in　 one 　 person，　 that　 the　 our 　 Lord　 Jesus　 C  st　 is　 the　 only

　Saivour（
“RC

，

” 14）．われ われ は
， そ の 唯

一
の 御子 一 神で あ りなが ら人 とな られ ，

　
一

位格に お け る神人 の 本性をもたれ た方
一

われ われ の 主 イ エ ス ・キ リス トは

　唯
一

の 救 い 主 で あ る と信じ る 。 ［三 ， そ の 独子 神 に 在て 人 とな り神 と人 との 両

　性 を備 へ て 体 を為玉 へ る即我輩の 主耶蘇基督唯
一

の 救者 なる事を信 （槻 則」，

　452頁）。］

4．　We 　believe　that　the　Holy　Ghost　who 　proceeds　from　the　Father　and 　the　Son　purifies

　our 　hearts（
“ RC

，

” 14）．われ われ は ， 父 と子 よ り出 る聖霊 は われ らの 心を清め る こ

　とを信 じ る 。 ［四 ， 父 と子 よ り出つ る聖霊我輩の 心 志 を清潔にす る事 を信 （「規

　則」， 452 頁）。 ］

5．We 　believe　that　true　believers　in　Jesus　Christ　are　all　one 　pe丘  t　or　miversal

　church （
“ RC

，

” 14）．われわれは
， イ エ ス

・キ リス トを真実に信仰す る者た ちは こ

　とご と く
一

つ の 完全 な ， ない し普遍的教会 で あ る こ とを信 じ る。 ［五 ， 真実に

　耶蘇 キ リス トを信ず る もの は 悉 く一
の 全 公会た る事を信 （「規則」， 452頁）。 ］

6．We 　believe　that　by　Adam 　we 　have　lost　original　righteousness（
“ RC

，

” 14）．わ れ わ れ

　は ， ア ダ ム に よ っ て 原義 を喪 失し た と信 じ る 。 ［六 ， 亜當 の 罪に 因 て元祖の 義

　を失ひ し を信 （「規則」，
452 頁）。］

7．We 　believe　that［by？一
棚村］the　Atonement　of　Christ　we 　have　received 　the

　forgiveness　of　sins （
“ RC

，

” 14｝．われ われ は ， キ リス トの 贖罪 ［に よ り］諸 罪の 赦

　し を得 た こ とを信 じ る 。 ［注 ：七 ， キ リス トの 賄に 因て 罪悪の 救を得 る事を信

　（「規則 」， 452頁） とあ るの で ，
バ ラの 英文 中に は ， by もし くは 血 lough が 欠

　落 し て い る と思われ る 。 ］
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8． We 　 believe　 in　the　 immortality　 of　the　 soUl ，　 and 　 in　 the　 resurrection　 of　the

　body（
“R（］

e

” 14》．われ われ は ， 魂の 不死性 と身体の 復活 を信じ る 。 ［八 ， 霊魂と

　不死 と肉体の 復生 とを信 （「規 則」， 453 頁）。 現存 の 邦 文 で は ， 霊魂 と不 死 と

　の 関係 を誤記 し た可能性が あ る 。 ］

9．We 　beheve　in　Christ’s　fUture　judgement，
　in　everlas血 g　bliss　and 　etemal 　woe

　（
“RC

，

” 15）．われ われ は ， キ リス トの 将来 の 審判 ， 永遠の 祝福 と永遠の 苦痛 を信

　じる 。 ［九 ， 将来キ リス トの 審判 し玉 へ る事 と永生 の 楽 と永遠の 苦 とを信 （「規

　則」， 453頁）］。

10．We 　 Will　 renounce 　 all　 worships 　 of   ages 　 and 　 al 　 extemal 　 and 　 fleshly

　lusts（
“RC

，

” 15）．われ われ は ， すべ て の 偶像の 崇拝 とすべ て の 外 的な肉欲 を捨て

　去 る で あ ろ う。 ［十 ， 我輩凡て 偶像を拝する と肉体の 外欲 とは 悉 くこれ を棄て

　ん （「規則」， 453 頁）。 ］

11．We 　Will　not 　deny　our 　only 　SaViour，　though　at　the　peri1　of　our 　lives（“ RC，

” 15）．われ

　われは
，

た とえわれ われ の 生命が危険に さらされ て もわれ われ の 唯
一

の 救い

　主 を否む こ とは しない 。 ［十
一

， 我輩生命を失ふ とい へ ど も独一 の 救者を諱ま

　じ き な り （「規則」， 453頁）。 ］

12．Throughout　 our 　 whole 　lives　 we 　 will 　 be　 careful 　 to　yield　 obedience 　 to　the

　persuasions　of　our 　Pastors　and 　Elders
，
　to　walk 　in　love　with 　the　brothers，　to　do

　whatever 　our 　religion 　enjoins 　and 　to　observe 　the　Holy　Supper　of 　our 　Lord（
‘‘RC

，

” 15）．

　われ われ は
， 謹 ん で その 全 生涯 を通 して わ れ わ れ の 牧師 と長 老 た ち の 勧 め に

対し服従 し ， 兄弟た ち と愛に あ っ て歩み ， われわれ の 宗教 が 命じ るこ とは す

べ て 行 い
， われ われ の 主の 聖 な る晩 餐を守 るで あ ろ う。 ［十二

， 教 師， 長 老 の

勧導に 従ふ と， 兄弟真実に 親睦す る と
， 道の 勤べ き事 と

， 聖 晩餐を守 る とは

　生涯 よ く慎で 之 を守 らん （「規則」， 453 頁）。 コ
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13．Of　course 　we 　will 　honestly　and 　peacefUlly　teach　rnen 　to　reverence 　the　persons　in

　authority − and 　to　show 　filial　piety　to　parentS（
“RC

，

” 15）．勿論われ われ は ， 誠 実 に 平

　和に 人 々 に対 し こ う教え る。 権威を もつ 人 々 を敬い
， 両親に 子 とし て の 誠を

　示す こ とを 。 ［十 三
， 尤宜 く和平端正 に して 人 を教 へ

， 君長 を尊敬 し， 父母 に

　孝順に ， 公 法を守るべ きな り （「規則」， 453 頁）。 注 ：邦文に あ る 「公 法 を守

　るべ きな り」 は ， 英訳 で は欠落 して い る の で ， 恐 ら く公会設立以後 の ある審

議の 時点で 付加 され た 規定 と推定 され る 。 ］

14． We 　will 　do　all　things　as　in　the　sight 　of 　God 　and 　not 　be　actuated 　by　fear　of　men

　or 　do　Violence　to　conscience 　for　the　sake 　of 　gain（
“RC

，

” 15）．われ われ は ， 総て の こ

　とを神 の 御前で なし ， 人 々 へ の 恐れ に よ っ て ， ある い は利得の た めに 良心 に

　背 くよ うなこ とは しな い 。 〔十 四
， 諸事真神 の 前 に 勤労 して 人 の 窘迫 を厭ひ ， 己

　を枉 て 利 を権 るぺ か らず （「規則」， 453 頁）。］

15．In　oτder　to　observe 　these　our 　vows 　we 　beg　the　grace　and 　mercy 　of 　our 　Lord　Jesus

Christ・to・assist・our ・hearts（“RC
，

” 15）．われ われ の これ らの 誓約を遵守す るた め に ，

　われ われ は われ われ の 主イ エ ス ・キ リス トの 恩恵 と憐…れ みが わ れわれ の 心 を

　助け る よ うに願 う。 ［十五 ， 凡 て 此條を全 く成ん ために主耶蘇の 恩慈我輩 の 心

　志 を庇 佑た ま は ん 事を願 ふ な り （「規則 」， 453頁）。 ］

Internal　RegU！ation ［or 　Form 　of 　Govemment］2吶 規定 ［ない し統治形態］

　　　　　　　　　　 ［内規定 （「規則」， 453頁）］

le　We 　believe　in　the　Lord　Jesus　to　increase　our 　faith，　establish 　this　church ．　Judging　it

　to　be　in　accordance 　with 　Scriptures　and 　for　the　purity　 of　 the　 church 　that　the

　elderships 　should 　govern，　we 　therefore　in　obedience 　to　this　govemment 　established

　in　Yokohama 　a　church 　of 　our 　Lord　Jesus　Chnst｛“ IR，” 15）．わ れ わ れ は ， われ われ の

　信仰 を増加 す るた め に 主 イ エ ス を信じ ，
こ の 教 （公 ）会 を樹 立 す る． そ れ が
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聖書に合致する もの と判断 し ， また長老制が統治すべ き教 （公）会の 清潔の

ため に ， われわれ は こ の 統治に服従 して横 浜 にわれ われ の 主イ エ ス ・キ リス

トの
一 教 （公）会を樹立 した の で あ る 。 ［一 ， 我輩主耶蘇を信ず る者は信心 を

増益せ ん た め に 此公 会を立 ， 且 聖書 に適合 と公会の 清 潔 とを補佐の 術策は 長

老の 政治た るべ し と憶ふ ， 是 故に我輩此政事に従て横浜 に 主耶 蘇の
一

公 会 を

立つ （「規則」， 453 頁）。］

2．In　this　church 　there　are 　the　three　offices 　of 　Pastor，　Elder　and 　Deacon（
“m

，

” 15）．こ

　の 教 （公）会 に は ， 牧師 ， 長 老 ， 執事 とい う三 職が存在す る 。 ［二 ， 総 て 此会

　に 教師， 長老 ， 執事の 三 職あ り （「規則」， 453頁）。 ］

3．The　office　of　Pastor　is　chiefiy 　to　give　himself　to　prayer　and 　to　teaching　the　Word ，

　to　a（lminister　Baptism　and 　the　Lord’

s　Supper
，
　to　beware　well 　the　walk 　of　the　Elders

　and 　Deacons　and 　of　the　whole 　church ，
　to （one 　word ，

　unclear）and 　with 　their　Elders，

　to　admit 　and 　exclude 　from　the　church （
“ IR

，

” 15）．牧 師の 職務は ， も っ ぱ ら自ら祈 り

　に努め ， み言葉を教え ， 洗礼 と聖晩餐 とを執行し ， 長老 と執事 ら と教 （公 ）

　会全体の 歩み を良 く監督 し ， （一 語 ， 不 明） し， 彼 らの 長老 ら とともに転入や

　教 （公）会か らの 転出を認め る こ とで あ る 。 ［三 ， 教師の 職は 専 ら祈疇 を務て

　道 を伝 へ 洗礼 と聖晩餐 とを行ひ ， 長老 ， 執事公 会を監督し ， 又長老 と偕 に進

　教 の 者退 教の 者 を成裁す （「規則」， 453頁）。 ］

4．T［he　office 　of 　the　Elder　is　with 　the　Pastor　to　admit 　and 　exclude 　from　the　church
，
　to

observe 　that　the　Pastor，　Elders　and 　Deacons　perform　their　duties，
　to　 teach　the

　members 　of 　the　church ，　to　observe 　their　wa 止，　to　preside　at　assemblies 　of　the

　brothers　and 　prevent　disorder　of 　conduct
，
　to　assist 　the　Pastor　and 　govern　well 　in　all

　aff血 of 　the　church ｛
“IR

，

” 15）．長 老 の 職務は ， 牧 師 と共 に転入 ， 教 （公）会か ら

　の 転出 を認 め ， 牧師 ， 長 老 ， 執 事 らが 務 め を果 たす こ とを監督 し ， 教 （公 ）

　会 の 会員 を教 え ， 彼 らの 歩み を監 督 し ， 兄弟 た ち の 諸集会 に お い て 主 宰し
，
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振 る舞い の 上で の 無秩序を阻止 し ， 牧師 を助 け ， 教 （公 ）会にお け る万事 に

お い て も良 く統治す る こ とで あ る 。 ［四 ， 長老の 職は ， 教師 と偕に進教の 者退

教の 者を成裁 し ， 諸教師 ， 諸長 老 ， 執事 等の 行ふ べ き事 を監督 し ， 教友を訓

誨 し ， 教友の 行為 を研察 し ， 又 会中斉 く集 まる ときは これ を よ く治理 て 群集

雑乱 なか らし め
， 凡 て 教師を助け会 中の 諸 事を よ く司 る な り （「規則 」， 453

−−454頁）。 ］

5。 The　office　of　Deacon　is　chiefly　to　take　charge ◎f　money ，　to　r  eive 　alms 　and

　disperse　to　the　poor．　lt　inqUires　after　all　the　poor　and 　sick　of　the　church ．［（中カ ッ コ

　ハ 原文 マ マ ）An　 accoun 重 must 　be　kept　of 　r  eipts 　and 　dispersements　and 　if

　requested 　be　shown 　to　the　church ］ぐ
‘IR

，

” 16）．執事 の 職 務は ， 主 として 金 銭に 配慮

　し ， 義援金 を受け取 り， 貧者に施す こ とで ある 。 それ は ， 教 （公 ）会の すぺ

　て の 貧者 と病者 を慰問す るの で あ る。〔収支につ い て の 記録 は保存 し ， 求 めが

　あれ ば教 （公 ）会 へ 表示 され ねば な らない 。 ］ ［五 ， 執事 の 職は 専 ら銀銭の 事

　を理 む， 捐助の もの あれ ば収蔵 し ， 貧 乏の 者 あれ ば之を救済 し ， 貧者 ， 病者

　を よ く懇切 に 問尋すべ きな り。 且 その 銀 銭の 出入 を記し て 公会 の 望 に 任せ て

　 その 記 録 を見すべ きな り （「規則 」， 454頁 ）。 ］

6．Each　year　in　the　3d　and 　9th　month ，
　the　first　Sabbath　of　the　month ，　all　the　members

　of 　the　church 　shoUld 　assemble 　and 　anything 　affecting　the　interests　of 　the　church 　or

　of　any 　change 　desired　in　the　intemal　regUlations 　of 　the　church 　if　should 　then　be

　discussed　and 　settled 　for　the　fUrtherance　of 　the　faith（
“IR

，

” 16）．毎 年 3月 と 9月 の 第

　一
安息 日に ， 教 （公 ）会の 全会員が集 ま り， 教 （公）会 の 利 害に 係 わ る 事項 ，

　もし必 要が あ るな らば教 （公 ）会 の 内規 に お い て 希望 され た変 更事項 を 審議

　し解決 し ， ［も っ て
一

棚 村］信仰の 促進 に 益す べ きで あ る 。 ［六 ，

一 年 に 三 月

　九 月 の 二 回 首 の 安息 日に 各ひ とし く集合 し ， 会 中の 諸事 ， 内規 の 改 変を欲す

　る は之 を議 し ， 凡 て 道に進む ために 衆議をなすべ きな り（「規則 」， 454 頁）。注 ：

　英文 で は 明 らか に 西暦 に お け る毎 年 3 月 9 月 の 二 回 ， 総会を開 くべ きこ とを
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　規定して い る 。 邦文 も これに準 じ る 。 ］

7．The　Elders　and 　Deacons　shal1　be　elected 　every 　two　years．　The　time　for　this　election

　shall　be　the　First　Sabbath　of　the　3rd　mo ．
’
lhe　election 　shall　be　by　ballast　and 　two −

　thirds　shal1 　be　necessary 　for　an 　election ．　When 　an 　election 　has　been　made 　by　a　tWo

　
−third　vote 　the　remaining 　one − third　shoUld 　also　make 　acqUiescences 　by　giving　their

　consent 　to　tihe　choice （
‘

駅
，

” 16）．長 老 と執事は ，
二 年ご とに 改選 され るべ きで あ

　る 。 こ の 選 挙は ， 3 月の 最初の 安息 日に な され るべ きで あ る 。 選 挙は投 票 で

　な され ，
三 分の 二 が 改選 に は必 要で ある 。

一
度三 分の 二 の 投票 で 選挙 が 決せ

　され た な らば ， 残 りの 三 分 の
一 は こ の 選択 に 賛同し ， 容認すべ きで あ る 。 ［七 ，

　長老 ， 執事の 任は 二 年に して 改む選挙の 時は二 月 （原文 ノ マ マ ）首 の 安息 日

　に 於 て名札多きに従 ひ 三 分 の 二 を以 て 決定すべ し。 既選定す る ときは 三 分の

　一 方 も二 方 と偕 に 同心 唯諾すべ し （「規則」， 454頁）。 注 ：英 文 で は ， 選挙

　は 3月 とあ るが
， 邦文原文 で は 2 月 とあ り， そ の 改変の 理 由は別 に経過 を探

　求する必 要が ある 。 ］

8．　Whatever　has　been　agreed 　upon 　by　the　church 　shan 　be　observed 　by　all，　not 血

　appearance 　but　miy （
“ m

，

” 16）．教 （公）会 に よ っ て 合意 され た こ とはすべ て ，

　見せ か けで は な く， 真実 にす べ て の 者 に よ っ て 遵守 され る べ きで あ る 。 ［八 ，

　凡 て の 事会中議すで に 定て 後は人 々 之 に従て 行ふ べ し e 面に従て 背に議すべ

　か らず （「規則 」， 454 頁）。 ］

9．Whatever　may 　be　doubtfUI　in　the　ScriptUres　or　whatever 　may 　not 　yet　be　fUlly

　 understood 　ought 　not 　to　be　taught　heedlessly血 the　church ，　for　though 　the　desire　be

　to　lead　persons　it　will 　only 　be　to　lead　them 　asray ．　Therefore　all　doubtfUl　points

　 shoUld 　just　be　settled 　by　the　pastor，　or　it　should 　be　discussed　in　the　ch しrch ｛
‘‘m ，

”

　16），聖書に お い て 疑わ し き こ とや十 分に 了解 が され て い な い こ とは ， 教 （公）

　会に お い て不注意に教えられ るべ きで は ない
。 何故 な らば ， 望み は人 々 を導

　 くこ とに あ っ て も ， そ れは 彼 らを迷わ せ るに す ぎな い こ とに な るで あ ろ うか
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らで あ る 。 それ ゆ えに ， す べ て の 疑 わ しい 論点は牧師に よ り解決 され るか
， あ

るい は教 （公 ）会 にお い て審議 され るべ きで ある 。 ［九 ， 聖書 中の 疑 き事い ま

だ審に せ ざるもの は 猥 りに 教外 の 人 に説 くべ か らず 。 蓋人 を導ん と欲 し反 て

人 を疑 はすれ ばな り， 故に 先づ 教師に就て 之を質 し或は 教会に於て 之を論定

すべ し （「規則」，
454 頁）。］

10．The　members 　of 　the　church 　should 　compassionate 　their　sick ，　help　each 　other

distresses（？）and 　not　to　condemn 　one 　another ，
　but　to　help　the　weak 　to　walk 　together

　With　them　in　the　faith（
‘ ‘IR

，

” 16）．教 （公）会 の 会員 らは ， 彼 らの 病者を憐れ み ，

　相互 の 窮境 （？） を扶助 し ， 相互 を責めず ， 弱者が信仰に あ っ て 共 に歩め る

　よ うに助 け るべ きで あ る 。 ［十 ， 会 中の 兄 弟疾病互 い に相恤み ， 患 難あひ 救

　ひ ， 疎ん じ て 侮 るべ か らず ， 弱 き者 を佑て 共 に 道 に 進 む べ し （「規則」， 454

　頁）。 ］

11．ln　reference 　to　benevolence　each 　pers・n　of　his　income　shall　9ive　one − tenth　on 　the

　lst　Sabbath　of 　each 　month （
“ IR

，

” 16）．献金 に つ い て は ， 各自そ の 収入 の 十分 の
一

　を毎 月第
一

の 安息 日に 支払 うべ きで ある 。 ［十
一

， 捐助 の 術は 衆人各業の 十分

　の
一 を以 て 会に い る べ きなれ ども， 今姑 く自便に 任せ て 毎月首 の 安息 日に於

　い て 金を執事に托 して 救済 の 法を 行ふ べ きな り （「規則 」， 454頁）。 注 ：英訳

　で は 簡潔に 十一 献金 を定め て い る の に 対 し ， 邦文で は十
一

献金 は理 想 としつ

　つ も妥協措置を規則化 し ， また 執事 の 役割 と献金 の 使 命 に 言及 し て い る こ と

　に注意すべ きで あ る。 〕

12．　When 　a　change 　of　place　of　residence 　takes　place　and 　an　entrance 　to　the　church

　of　that　place　is　desired　a　letter　of　admission 　shal1 　be　granted （
“ M

，

” 16｝．居住地 の 変

　化 が 生 じ た り ， 彼 の 地 の 教 （公 ）会へ 入 会が 望 ま しい 場 合 ， 許可 の 書簡が 与

　え られ るべ きで あ る。［十 二
， 我輩居 を転 じ彼処 の 公 会に 加 らん と欲せ ぱ許 可

　を 受 くべ し （「規 則」， 454 頁）。 ］
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13．When 　a　person　leaves　for　another 　country ，
　he　shoUld 　let　the　Elders　know．　lf　he

　resides　there　long　he　should 　not 　cease 　informing　the　Elders　of　his　welfare （
‘‘m

，

”

　16）．あ る人が 他国へ 旅立 つ ば あい
， 彼 は 長老 に 知 らせ るべ きで あ る。 もし彼

　が 長期に わた りそ こ へ 居住す るば あい は ， 長老に 彼の 安寧に つ い て絶 えず知

　らせ るべ きで あ る 。 ［十 三
， 事あ りて 他国に行 くもの は その 行 を長 老 に 告べ

　し 。 もし久 し くその 国 に留らん と欲す る もの は そ の 情を長老に 語て音書を絶

　つ べ か らず （「規則」， 454− 455頁）。 ］

14．lf　in　word 　or 　practice　there　is　a　violation 　of 　the　faith，　and 　the　admonition 　of

　brethren　 is　 unheeded 　 and 　 the　 instructions　 and （lirections　 of　 the　Elders　 are　 not

　yielded　to，　the　Pastor　and 　Elders　jh　accordance 　with 　the　Will　of　the　church 　shoUld

（lisciplme　such 　an　one 　（
“ IR

，

” 16）．もし 言 葉な い し 実際に お い て も信仰上 の 違反

が 起 こ り， 兄弟 らの 訓戒が 顧慮 され ず ， 長 老 た ち の 教 えや指 導に も服従 され

　ない ば あい
， 牧師 と長老 らは ， 教 （公）会の 意志 に従い

， その よ うな人 物に

　は戒規を実行すべ きで ある 。 ［十四 ， もし言 と行 と教に従は ざる有て 諸兄 弟の

忠 告を聴ず ， 長 老 の 訓 導 に 従 は ざ るもの は ， 公会 の 意に 因て 教師 ， 長老之を

裁断すべ し （「規則」， 455 頁）。 ］

15．11he　discipline　of 　the　Elders　and 　of　the　Pastor，　unti1　a　nuinber 　of 　chur （血es 　are

　formed　jh　Japan，　shall　be　performed　by　the　American　Clergymen　and 　Elders

resident　in　Japan（“IR
，

” 17｝．長老 と牧師らへ の 戒規は ， 日本に 多数の 諸教 （公）

会が 形成 され る まで は
， 日本 に在住 し て い る聖職者や長老 た ちに よ っ て 執行

　され るべ きで あ る 。 ［十 五 ，教 師，長 老 を裁 判す るは 日本 に 公 会数多立 ま で は

　美国の 教 師， 長老 の 裁 判を受 べ きな り （「規則 」，
455 頁）。 注 ：英文 で は 「日

本に 在住 し てい る聖職者や長老 た ち」 とあ るの に た い し
， 邦文で は 「美国の

教 師 ， 長 老 の 裁判」 とあ る。 邦 文で は 「美 国」 本国に 存在す るア メ リカ人 の

長老 ， 牧師の 裁判権を意味す る よ うに も解 され る 。 それ に対 し て ， 英文で は ，
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明確に 当時 日本在住 の ア メ リカ 人 の 聖職者 ， 長老が 行使 す る とい う意味 が鮮

明 にな っ て い て ，
こ の 推移の 歴史的探求が 必 要。］

16． All　who 　wish 　to　join　the　chur ℃h　shoUld 　first　inform　the　Elders　of 　their　wish　and

　after　they　have　underst ‘x）d　all　the　articles　Qf　this　ch しrch 　should 　enter　it（
‘‘IR

，

”17｝・教

　〈公〉会に加 入す る こ とを希望 す るすべ て の 入 々 は ， まず長老 に 彼 らの 希望 を

　伝え ， 彼 らが この 教 （公 ）会の ［信仰 ， 規 則 の ］すべ て の 箇条を了 解 した 後

　で ， そ こ に加入すべ きで あ る 。 〔十 六 ， 凡 て 会 に加 は らん と欲す る もの は 先ず

　其情を長老 に 語 り尽 く会中の 規則の 意を知 て 後に 加入すべ きな り （「規則 L

　455 頁）。 ］

　に れ らの 規則 ， 規定の 箇条 の 後 に ， こ の 章の 冒頭 で 紹介し たバ ラに よ る 日付 ，

　英文の 翻訳の 断 り，
バ ラ の 署名な どが 記載 され て い る 。 ）

おわ りに

　本稿の 第 一章で は ，

バ ラの 書簡 （1872．7．6）を分析 し ， 彼 の 構想の 中に は従 来

の 研究者の 想定 とは 異な り， 不可 視 の 霊 的教会 ，
「われ われ の 主 イ エ ス ・キ リス

トの 教会」 を中心 とし て ， 同心 円的に 可視的 に 形 成 され る三 派 ミ ッ シ ョ ン の
一

致協 力 に よ る 「公 会 」 建設 とい う 「中構想 」 と ， それ を さらに超え る外国人 ，

邦入 の 諸公 会か らな る 「大構想」が 存在 して い た こ とを明 らか に し た 。 続 く第

二 章で は ，
バ ラに よ る英文 の 設立 時の 儲 規則」，

「諸規定」 の テ ク ス ト， 訳文 ，

そ し て f公 会 規則 」 の 邦文 とを対 黒 しつ つ 紹介 し た 。 これ に よ り， 従来の 研 究

に お い て は 不 明な い し単な る長老制度に 関す る規 則案 と推定 され て い た バ ラ の

英文 の 規則案 の 現存 と， 内容 的に は ほ ぼ同一
の 「原公 会規則 」 案 と呼 び得 る邦

文の 規則が 存在 し て い た可 能性 が 極 め て 高い こ とが 判明 した 。

　そ こ で ， 以 上 の 結論 か ら ， 次 の 諸課題 が われ わ れ の 前 に 新 た に 提起 され る ．

こ の 英 文の 規則 案の テ ク ス トの 構成 と内容 は ， 明 らか に 「公 会定規」 よ り も，

「公 会規勣 に 類 似 し て い る の で ， 続 く論 文 （二 ）で は ， まず第
一

章にお い て ，

英文の 規則 と 「公 会規則」 の テ ク ス ト上 の 異 同 を論 じ． なぜ ， ど の よ うな経過
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で こ うし た異同が生 じたか に つ い て公会側 ， 謀者側の 史料を再検討しなが ら探

求す る 。 続 く第二 章で は ， 今
一

度安藤 ， 豊 田 とい う謀者側 の 探索報告に あ る

「公会定規」 の 審議過程 の 報告や ，
バ ラ の 英文 規則 ， 現存の 「公会規則 」 と比較

し て ， そ の 内容に つ い て ， また 「定規」 の 審議理 由な どを再 検討す る こ ととし

た い 。 その 上 で ， 終章で は ， 本研 究の 全体 を総括 し ， 従来 の 研究 に対 して批判

的 コ メ ン トを加 え る こ ととす る 。 　 　　 　 　 　 　 　　 （たなむ ら ・ しげ ゆ き）

注

1）　杉井六 郎校注 「小澤三 郎編 日本プ ロ テ ス タン ト史史料 （1）謀者豊田道二 の 耶

　 蘇教徒探索報告書に つ い て 」 同志社大 学人文科学研 究所 『キ リス ト教社会問題

　 第 20 号』（1972年）， 174− 220 頁 ， と くに 184頁 ［以下 ， 小澤 「豊田」 と略記］。

2）　 「公会 目誌 」 佐 波 亘編 『植村正 久 と其 の 時代 第二 巻』 （東 京 ：教 文館 ， 昭和

　 41 年）， 107− 139頁 ， と くに 109頁 参照の こ と ［以 下 ，
「日誌」 『其の 時代二 亅

　 と略記］。 また ， 豊田以外の 謀者側の 史料 とし て は ， 小澤三 郎氏の 解説つ きで

　刊行 され た 以下の 探索報告書 の テ ク ス トを参照の こ と ：小澤三 郎 「安藤 劉太郎

　 の 耶蘇教探索報告書」 『幕末明治耶蘇教史研究亅 （東京 ： 日本基督教団出版局 ，

　 1973年），305−341頁 ， 設 立 当 日につ い て の 安藤 の 簡 略な報 告に つ い て は ， 314

　頁参照 ［以 下 ， 小澤 「安藤」 と略記 ］。 小澤 「謀者正 木護の 耶蘇教探索報告書」

　 上 掲 書，265−303頁 ， 設 立 当 日 につ い て は ， 上掲 書 ， 283−284頁参 照 の こ と

　 ［以下 ， 小澤 「正木 」 と略記 ］。 なお ， 安藤 報告 に基づ く 「公会定規」 の テ クス

　 トは
，

「公会規則」 の それ と並 び ， 研究者幸 日出夫氏の 綿密な解説の つ い た以

　下の 資料集 に も掲載 され て い る ： 日本基督教会歴史編纂委員会 『日本基 督教 会

　歴 史資料集 （三 ）』（京都 ， 1976 年）， 1− 7 頁。解 説は ， 前掲書 ， 87−89頁参照

　 ［以下 ， 『資料集 （三 ）亅 と略記］。

3） 小澤 「安藤1， 319 − 322 頁 。小 澤 「豊 田」， 186 − 188 頁 。

4） 豊 田の 探索報告書の 表題 に は ，
「三 月六 日講 会 ［マ マ ］耶蘇教 邪教公会規則写」

　とあ るが
， 実際の 規定の と こ ろで は 「公 会定規」 と記 し て あ る し ， 内容 も安藤

　の それ とほ ぼ同
一 なの で ， 後者 を正 式 の 表題 とす る （小 澤 「豊 田」， 186 頁）。

　安藤は ，
「公会定規」 の 写 し を報告 した 三 月十三 日付 けの 探 索書の 末尾 で 「右

　者一
往大概 ヲ掲示 致シ 候事 ニ テ 則チ ー昨 日十

一
日教 師長老他会衆再 議之上 増減

　之 ケ条数件在…
」 と記し て い る の で ， 彼 に よれ ば十

一
日 とい うこ とに な る （小
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　澤 「安藤」． 321 頁）。 豊 田 と安藤は異な る審議 日を報告 し て い る。確証は ない

　が ， あ るい は 同
一

の 「定規」 案を少 な くとも二 日に わた り審議 して い たの か も

　知れ ない 。

5）佐波亘 編 「公会規則 」 『植村正 久 と其の 時代 第
一巻』 （東京 ：教文館， 昭和 41

　年），
452− 455 頁 ［以下 ，

「公会規則」 『其の 時代
一A と略記］。

6） 幸 日出夫 「日本基督公 会に つ い て」 同志 社大学人 文科学研究所／キ リス ト教

　社会 問題研究会編 細 本の 近代化 とキ リス ト教』（東京 ；新教出版社 ， 1973年），

　26 − 58 頁 ［以下 ， 幸 「公会」 と略記］。

）

）

）

）

）

78

90

1

　

　

　

1

1

幸 「公会 」， 30頁 。

上掲論文 ， 31頁 。

上掲論文 ， 31− 33頁。

上掲論文 ， 36頁の 注 （3）を参照の こ と。

幸　「解説」 『資料集 （三 ）』， 88頁 。

12） 土肥 昭夫 「日本 基督公会の 成立 と崩壊」 『日本 プ ロ テ ス タ ン ト教会の 成立 と展

　 開』 （東京 ： 日本基督教団出版局 ，
1975 年）， 15− 55 頁， と くに 25 − 30 頁 参照

　 ［以下 ， 土肥 「崩壊」 と略記 〕。 五 十嵐喜和 「日本基督 公会論一諸規則を中心 に

　 して
一

」 『日本基督教会史の 諸問題』（東京 ；改革社 ， 1983 年），
11−　46 頁 ， と

　 くに 21− 30 頁参照 ［以 下 ， 五 十嵐 「諸規則」 と略記］。 井 上平 三 郎 「日本 基督

　 公会の 本質」 『濱の ともしび
一横浜海岸教会初期考一』 （東京 ：キ リス ト新聞社 ，

　 1983年）， 93− 136頁 ， と くに 113− 122 頁 ［以 下 ， 井上 「本質」 と略記］。 宮 庄

　 哲夫　「日本基督公 会 の 形 成 と展 開
一 教会政治の 視 点か ら一

」 同志社人文科学

　 研究 所編　『日本プ ロ テ ス タン ト諸教派 史の 研 究』 （東 京 ：教文館 ， 1997 年），

　 309−329頁 ，
と くに 310− 318 頁参照 【以 下 ， 宮庄 「展 開」 と略記］。

13） 土肥 氏は ， i）バ ラの 「規則 」 原 案に つ い て は 「教会組織は長 老制が 自分 の 考

　 え るとこ ろで あ る ， とい っ て規 則を し め し 1 た とだ け言及 され るが ， ii） 「定

　 規」， iii） 「規則」 との 関連 に つ い て は ，
「横浜 公会は 設立 当初に 『公会定規」，

　 数 ケ月 後 に は 『公 会規則』を 採択 し た 」 とだ け言 われ る （土 肥 「崩壊」， 26

　 頁）。 五 十嵐氏 も ， i）バ ラの 「規則」 原案 につ い て は
， 豊田報告に 準 じ て 「バ

　 ラは ， 予 め用 意して きた規則 を提示 し，そ こ で 長老 を選 出 させ た」 と指摘 し ，

　 内容は不 明 と され る が， ii） 「公会定規」 は 「宣教 師バ ラ か ら提起 され た規則

　　とどの よ うな 関係に あ るか も知 られず ，

…
暫 定的な規則 と言 っ て も， 確定す る

　 ま で これ が 用 い られ た」 と注 意深 く推察 して い る。氏 は， iii） 「公 会規則」 に

　 つ い て 「1872年 10 月 5 日に ，前 述の よ うに 『変革確定」され ， 十 分 の
一

献金
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　　もそ こで規定 された 。 その 規則が どの よ うな経過を経てかわか らない が ， 現存

　 の 「公会規則』とな っ た もの で あ り，
これ が 1873 年 3 月 2 日の 会議で 俎上に 乗

　 せ られ たの で あ る1 と判 断 され る （五 十嵐 「諸 規則」， 23−26頁）。 井上氏 に よ

　 れば ， i）バ ラの 「規則」 原案に つ い て は豊田の 史料を 引用 しつ つ も 「バ ラは こ

　　こ で ，新し く出来 た 公会の 制 度 として 長老職 の 必 要 とその 選 出の 規則 」 を紹 介

　　し たの で あ り，
「その 時は 教会規則 は ない 」 と考え られ る （井上 「本質」， 108−

　　109頁）。 また ii） 「定規」 とiii） 「規則」 との 関係で は ， ほ とん ど幸氏 の 見解

　 を踏襲 し，
「こ の 案 （公会定規）が い ろんな修 正 を経て 決 定 した もの が 『公会

　 規則亅で 」 ある とす る （井上 ， 上掲書， 118頁）。 宮庄氏 もi）バ ラの 「規則」

　 原案に つ い て は ，
「し か し ， 実際に は ［教会制度 ， 規則 ， 政治形態 な どに つ い

　 て
一 棚村］どうい うもの が あっ て ， 何がどの よ うに違 うの か とい う内容に 関し

　 て は何 も報告 されて い ない 」 と見 る （宮庄 「展 開」，
311 頁）。 ii）「定規」，

　 iii）

　 「規則」 との 関係 に つ い て は ， 宮庄氏も幸理 論に依存 し ，
「草案 で あ っ た こ の

　 『定規』が 審議 され ， さまざ まな修正 を経て 10 月の 秋の 会員総会で 決定され た

　 と考えられて い るの が ，

… 『公会規則』…で ある」 とされ る （宮庄 ， 上掲書 ，

　 316 頁）。

　　 以上の 見解 を要約す れば ， 次の よ うに なろ う。 i）公会設立 日に お けるバ ラ

　 が紹介し た 「規則」 原 案の 内容は 不明で あ る と見 るか （土肥 ， 五 十嵐， 宮庄），

　 あ るい はバ ラの 「規則」原案は もともと存在せ ず ，
これは長老制にか んする規

　 則 に とど まる と見 るか （井上），い ずれ かで あ る。 ii）これ に反 し ，
「公 会定規」

　 は設立後一 カ月ほ どし た （旧暦）三 月上旬に審議され ， 信仰箇条 として は 「使

　 徒信条1 を重視 し，教会政治形態で は会衆制に 近い 形態が 予想 され て い るよ う

　 に見える。iii） と こ ろが ，
「公会規則」 は ， その 数 カ月後に 採択 され ，

「定規」

　 に比べ て 信仰箇条で は よ り厳密 ， 福音主義的 とな り， 生活倫理 で は よ り柔軟 ，

　 教会政治で は よ り長老制が意識 され る よ うに な っ た とい うの で あ る （土肥 ， 五

　 十嵐 ， 井上 ， 宮庄）。

14）　「ア メ リカ 改革派 歴 史委員会古文書館」 編 ，
マ イ ク ロ ・フ ィ ル ム 版 日本宣教

　 文 書 の フ ル ・タ イ トル は 以 下 の 通 りで あ る 。 71re　Reformed　Church　in　A 〃 lerica

　 Archives− Commission　on 　Historv．　1872．　Russel　L．　Gasero
，
　Archivist

，
　and 　Norrnan

J．　Kansfield，　Secretary　Commission　on 　History
，
　New 　Brunswick

，
　N ．　J．［以下，　RCAA ，

　 1872 と略記 e なお ， こ の 宣教文書 の ゼ ロ ッ クス ・ コ ピ ー
版は

， 横浜 開港記念館

　資料室 に所蔵 され て い る 。 以 下 の 文書の 頁は ， この コ ピー版に つ けられ て い る

　頁箇所を意味す る］。 本 稿 で 利用 し た二 史料は
， J．　M ．バ ラ （Ballagh）が フ

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

一 146一

　 エ リス 博士 （Dr．　Ferris） へ 宛て た以下 の 書簡 （Ybkohama ，
　July　6吐h　1872 ）で あ る

　 ［以 下 ，

‘Letter
，
7．6，

’in　R（rAA
，
1872

，
45− 52 （「書簡 ，7．6」） と 略記］。 ま た ，

バ ラ

　 の 3 月 10 日 付 け の 規 則 案 の 英 文 テ キ ス トは ，

“ Rules　［or 　ConstitUtion］　of 　the

　 Church，
”

（「教 （公）会規則 ［ない し憲法］」）お よび
“ lntemal　Regulation［or 　Fo  

of 　Government］，

” in　RCAA ，
1872

，
14− 17 ［「内 規定 （な い し 統 治 形態j］で あ る

　 ［以 下 ， それぞれ英 語で ，

“ RC
，

” “ IR
，

”
と略記 ］。

15）バ ラ，
ジ ェ イ ム ズ

，
ハ ミル トン （Ballagh，　James　Hamilton： 1832− 1920） ニ ュ

ー

　 ヨ ー ク州 に 生まれ ， ラ トガ
ー

ス 大学 （1852 年），
ニ ュ

ーヴ ラン ズ ウィ ッ ク神学

　 校卒業 （1860年）。 1861年に来 日し ， 横浜で宣教の 準備 を重ね ， 1865 年 日本人

　初の 信者，矢野 元隆に授洗。本 稿の 冒頭 で 記 した よ うに 1872年 3 月 10日に横

　 浜公会を設立 。 そ の 後 ， 神奈川 ， 山梨 ， 長野 ， 静岡な どで 伝道活動を行い
， 日

　 本伝道に大い に貢献し た 。 1919 年に 帰米 し，1920 年ヴァ
ー ジ ニ ア 州 の リッ チモ

　 ン ドで 逝去 。 ［以上 の 紹介は ， ゼキ リス ト教人名辞典』（東京 ： 日本基督教団出

　版局 ， 1986年）， 1124頁の 記事 を参照し ， 本稿の 筆者の 責任 で ま とめた。］

16）　
‘Letter

，
7．6

，

’in　R （：ンL4
，
1872

，
47 − 48．

17） 「福音同盟 会」 とそ の 特徴 ， 歴史的背景に つ い て は ， 拙稿 「『福音同盟会 （The

　 Evangelical　Alliance）』の 教 会史 的背景 とそ の 性格」 東京神 学大学神学会 『神学

　 61号
一信仰の 育成

一
教会 ・家庭 ・教育』 （東京 ：教文館 ， 1999年）， 85− llO頁。

　 と くに この 運動体の 仮 カ トリシ ズ ム
， 反 オ ッ クス フ ォ

ー
ド運動」 の 方向性 と

　 背景につ い て は ， 同論文，93−98頁参照 。

18）　
“
Report　taken　from　the　Minutes　of 　the　Convention　of 　Protestant　Missionaries　of

　 Japan，
　held　at　Yokohama ，

　September　20th− 25th，
1872

” in　1〜CM ，
1872

，
78．

）

）

）

）

901

2

12

ワ
郁

2

‘Letter
，
7．6

，

’ in　R（）4、4
，
1872

，
48．

ibid，

ibid．

「福音同盟 会」 運 動 の キ リス ト教
一致協力理 念 に 内在し て い る三 矛盾 ， と く

　 に 教会の 政体論を無視す る傾向がなぜ 存在 し ， また 「公会運動」 の 中で なぜ 同

　様 な流れ が 継 承 され たか に つ い て は ， 次の 拙稿を参照 の こ と ： 「ロ ン ドン か ら

　横浜 へ
一

福音 同盟会 の 諸理 念 と公 会運 動 へ の 影響」 『第二 十 八 回 日本 改革教会

　 協議 会 （2000．3．6）』報告書 ，
13− 70 頁 ， と くに 24 − 26 頁参 照の こ と．
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，
1872，48．
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26） 邦文の 「公会規則」 の テ クス トは ， 厳密に言えぱ ，
「第一公会規則」，

「内規

　 定」 とし二 部 よ りなる 。 しか し
，

こ こで は 繁雑 さを避けて
，

二 部全体を 「公 会

　 規則」 と呼ぴ ，
「規則」 と略記す る 。 だが ， 部を指示 す る こ とが必 要なば あい

　 に は ，
「第一規則」，

「内規定」 と さらに 細か く略記す る こ とにす る 。 な お ， 現

　 存の 邦文テ クス トは ， 佐波亘編 r植村正 久 と其の 時代 第一巻亅 （東京 ：教文館 ，

　 昭和 41 年）， 452−455頁の テ クス トを使用する ［以下 ，
「規則」 『其の 時代一』

　 と略記。］
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